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平成２５年度 国家公務員倫理審査会における評価結果

国家公務員倫理審査会事務局政策所管部局

１ 公務員倫理に関する研修・啓発活動の充実政 策

目 標 （政策目標）
倫理法・倫理規程の内容に限らず、広い意味での公務員倫理を取り上げるな

ど、公務員倫理に関する研修（幹部職員を対象とするものを含む ）の在り方。
の検討、定期的・計画的な倫理研修の実施の促進等を通じ、職員の倫理意識を
涵養する。

（具体的取組）
倫理法・倫理規程は、国家公務員が遵守すべきルールとして、おおむね定着

しつつあるが、必ずしも倫理法・倫理規程違反件数が減少傾向にあるとはいえ
ないなど、職員の倫理意識の涵養を推進する必要がある。そのため、昨年度に
引き続き、倫理教本や国家公務員倫理カードの配付、ケーススタディ用ＤＶＤ
研修教材等の開発・配付、複数都市における倫理制度説明会（10か所）や公務

（ ） 、 。員倫理セミナー ２か所 の開催 倫理週間における各種取組の実施等を行う
また、既存の研修教材の改善及び新規教材の検討を行う。

具体的取組結果 《取組内容１》倫理教本や国家公務員倫理カードの配付
・ 倫理法・倫理規程の適用対象となる職員に倫理教本や倫理カードを配付
することとし、常勤職員については全ての新規採用者に対し、非常勤職員
については倫理研修受講者等に対し、それぞれ配付した。

《取組内容２》ケーススタディ用ＤＶＤ研修教材等の開発・配付
・ 最近問題となった事案、職員が判断に迷う事例や対応に困る事例を取り
入れた、ケーススタディ用ＤＶＤ研修教材（Vol.8）を作成し、各府省等
に2,683部配付し、各府省等における研修等で活用が開始された。

《取組内容３》複数都市における倫理制度説明会（10か所）や公務員倫理セミ
ナー（２か所）の開催

・ 各府省等の倫理事務担当者等を対象とする倫理制度説明会を全国10か所
において開催した。また、国家公務員をはじめ地方自治体の職員や民間企
業の従業員も対象とする公務員倫理セミナーを神戸市（10月）及び鹿児島
市（11月）において開催した。

《取組内容４》倫理週間における各種取組の実施等
・ 12月１日から７日までを国家公務員倫理週間とし、公募による標語の設

、 、 、定 当該標語を用いたポスター・パンフレット等の作成・配付 各府省等
東京メトロ線霞ヶ関駅構内等におけるポスター掲示、中央合同庁舎２号館
屋外ＬＥＤによる周知、公務員倫理に関する講演会の開催等の取組を実施
した。また、各府省等の倫理監督官（事務次官等）に対し、所属職員を対
象とする公務員倫理に関する講話の実施及びメールの送信を依頼し、各府
省等において実施された。

《取組内容５》幹部職員用自習研修教材の改訂等
・ 倫理法・倫理規程についての理解の促進のみならず、部下の指導及び倫
理意識の徹底した組織風土の構築において果たすべき幹部職員の役割、広
い意味の公務員倫理などを盛り込んだ、幹部職員用自習研修教材の改訂作
業を進めた。また、倫理法・倫理規程の事例集の更なる充実に向けて作業
を進めた。

達 成 度 の 評 価 評語 Ｃ

《理由》
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平成25年度に具体的に取り組むべき事項については、全て実施することが
できた。広い意味の公務員倫理についても、公務員倫理セミナー、倫理週間
の公務員倫理に関する講演会などにおいて取り上げるなど、一層の研修・啓
発活動の充実を図ることができた。
一方、測定指標については、多くの指標においてあらかじめ設定した目標

を達成できたものの、一部の指標においては目標を達成できなかった（目標
を達成できなかった指標においても目標に近い結果を得ることはできてい
る 。。）
平成25年度における政策目標はおおむね達成されたものと考える。

測定指標（ある場 【達成した測定指標】
・ ケーススタディ用ＤＶＤ研修教材（vol.7）に対する評価（各府省の担合に記入）
当者を対象とするアンケート結果を点数化したスコア80点以上）

（「 」 、「 」 、83.3点 大変役立つと思う 50.6％ ある程度役立つと思う 48.6％
あまり役立たないと思う 0.8％ まったく役立たないと思う 0％ 平「 」 、「 」 ）（

成24年度79.4点、ＤＶＤ研修教材(vol.6 ））
・ 倫理制度説明会受講者の理解度の状況（受講者のアンケート結果を点数
化したスコア80点以上）

84.7点（ 大変役立った」54.9％ 「ある程度役立った」44.3％ 「あま「 、 、
り役立たなかった」0.8％ 「まったく役立たなかった」0％ （平成24年度、 ）
81.6点）

・ 国家公務員倫理週間における倫理監督官による所属職員へのメールの発
出を実施した府省等の割合100％
100.0％（平成24年度97.4％）

・ 各府省が実施した倫理に関する研修における全府省の職員数に占める受
講者数（延べ数）の割合100％以上
159.1％（平成24年度公務員倫理に関する研修実施状況8,013コース、受

（ 、 、 ））講者数434,062人 平成23年度91.7％ 8,003コース 受講者数251,756人
・ 同研修における府省別の職員数に占める受講者数（延べ数）の割合３分
の１以上の府省の割合50％以上
83.3％（平成25年度に新たに設定した指標）

・ 過去５年間に倫理研修を受講した職員の割合80％以上
全国の職員を対象としたアンケート調査の結果 86.8％ 平成24年度79.、 （

5％）

【達成できなかった測定指標】
・ 一般職員用自習研修教材に対する評価（受講者のアンケート結果を点数
化したスコア80点以上）

（「 」 、「 」 、79.3点 大変役立つと思う 41.4％ ある程度役立つと思う 55.4％
「 」 、「 」 ）あまり役立たないと思う 2.9％ まったく役立たないと思う 0.3％
（平成23年度作成教材）

・ 課長補佐級職員用自習研修教材に対する評価（各府省の担当者を対象と
するアンケート結果を点数化したスコア80点以上）

（「 」 、「 」 、78.1点 大変役立つと思う 35.3％ ある程度役立つと思う 63.6％
あまり役立たないと思う 1.2％ まったく役立たないと思う 0％ 平「 」 、「 」 ）（

成24年度作成教材）
・ 研修教材パッケージ「公務員倫理」の利用状況（当該研修教材を使った
研修を実施した府省等の割合100％）
65.9％（平成23年度69.6％）

・ 公務員倫理セミナー受講者の満足度の状況（受講者のアンケート結果を
点数化したスコア80点以上）

75.3点（神戸市77.6点、鹿児島市72.7点 （ 満足」40.3％ 「ある程度）「 、
満足」46.3％ 「やや不満」12.5％ 「不満」1.0％ （平成24年度74.7点）、 、 ）

・ 国家公務員倫理週間における倫理監督官による所属職員に対する倫理保
持に関する講話を実施した府省等の割合100％
97.4％（平成24年度87.2％）

・ 倫理法・倫理規程の浸透度（職員アンケートの結果を点数化したスコア
80点以上）
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全国（地方機関）の職員を対象としたアンケートの結果、64.0点（ よ「
く知っていた」7.6％ 「ある程度知っていた」78.8％ 「あまり知らなか、 、
った」11.6％ 「ほとんど知らなかった」2.0％ （平成24年度67.0点、平、 ）
成25年度のアンケート対象者は地方機関の職員、平成24年度は本府省及び
地方機関の職員である ）。

※ アンケート結果（４段階評価）を点数化したスコアの計算方法

回答者中 最上位の評価→100点、２番目の評価→約66.7点、３番目の評価→約33.3点、

最低の評価→０点として平均値を算出

効率性・有効性の 【効率性】効率的であった
評価 《理由》

各府省の倫理事務担当者等を対象とする倫理制度説明会を全国10か所に
おいて開催して、当該倫理事務担当者等が習得した内容で各府省等で全国
的に職員の倫理研修等を実施してもらうとともに、国家公務員をはじめ地
方自治体の職員や民間企業の従業員も対象とする公務員倫理セミナーを神
戸市及び鹿児島市の２か所で開催し、また、自習研修教材も各府省等にお
いて活用してもらうこと等により、より多数の者に対し公務員倫理に関す
る研修及び啓発活動を実施することができたことなどから、効率的であっ
たものと考える。

【有効性】有効であった
《理由》

倫理制度説明会受講者の理解度の状況は高く、また、公務員倫理セミナ
ー受講者の満足度の状況、倫理法・倫理規程の浸透度は一定程度の水準に
ある（前者の受講者アンケートの結果中「満足 「ある程度満足」が86.6」
％、後者の全国の職員アンケートの結果中「よく知っていた 「ある程度」
知っていた」の回答の合計は86.4％）こと、平成25年度作成したケースス
タディ用ＤＶＤ研修教材（vol.8）も好評だったことなどから、有効であ
ったものと考える。

・ 倫理法・倫理規程の周知・徹底はもとより、広い意味での公務員倫理、組今後の施策に反映
織風土の改革、マネジメントの重要性等を取り上げ、様々なデータや具体的させるべき事項
事例を紹介することなどの今年度の取組は好評であったため、次年度におい
ては一層参加者がより危機感を持ち、かつ、身近に感じられるような研修教
材の活用を行いながら、倫理制度説明会、公務員倫理セミナー等の一層の充
実を図る。

なし有 識 者 の 意 見


